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神秘の高千穂、雄大な阿蘇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占部　貴之

　オリオン座が輝いている――。五時前に、父からウエンディに送ってもらった僕は、これから始まる旅の安全を、その星達に心から祈った。
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　やがて、五時になると、みんなウエンディに集まり、二台の車で出発する事になった。今回の旅行は、神話と伝説のまち高千穂まで、長時間にわたって車を走らせる長旅であるから、おそらく、ウエンディ史上最大の旅行であろう。不安と期待の中で、僕は、みんなに時間で迷惑を掛けない様に、気を付ける事にした。

　空は次第にしらみかけ、朽網を通る六時ごろに、桃色の、美しい日の出を拝んだ。コンビニで休憩をとりながら走り、いつしか阿蘇を通っていた。高い山からは、この旅行始まって初の、目の覚めるような景色を見る事が出来た。長方形の田んぼのあちこちに、木が在り、家が在る。人と自然が調和した、さわやかな風景だった。僕は飛行機に乗ったことは無いが、空から眺めれば、おそらくこんな風に見えるのだろう。

　昼ごろに宮崎に入り、天孫降臨の滝に到着。その滝は落差十八メートルほど有り、マイナスイオンを浴びることが出来る。そこでは、みんなと記念撮影をし、いのししカレーを美味しく食べた。南国宮崎といえども、十月なので、それほど暑くはない。実は僕も、小学三年の夏の日に、高千穂を訪れていて、十八歳でその時の記憶を手繰り寄せながら、物語を書いているのだが、あまり覚えてないので、もう一度行ってみたいという気持ちもあった。車が走るにつれ、その場所が近付いてくる。そして、一三時ごろ――、十五年ぶりに高千穂の地を踏んだ。（えっ…？　こんなにすごい所だったのか――）これが、僕の率直な感想だ。台風の後でもあり，水量が多く、大胆にくりぬかれた岩の間を、エメラルド色の水が、白[image: image9.jpg]


いしぶきを上げてごうごうと流れている。杉山には、もやを通して、秋の日差しが降り注ぎ、神秘の世界を見せてくれた。そこでも、みんなと記念撮影をした。階段を上がり降りして進むと、行く手には、巨大な杉、岩をつかんだ木の根、それに大きな鯉もいた。左側の、水が染み出す静かな森とは対照的に、右側には、自然の力で、大胆に彫刻された岩肌の間を、悠然と水が流れている。僕達は、水の流れる方向に歩いていた。真名井の滝の向こうには、十五年前に家族で、そうめん流しを食べ、釣堀では、一塊の魚のエサを、誤って落としてしまったという、思い出の場所が在り、眺めて回った。北九州で、僕が十五年生活している間、ここ高千穂でも、当然、十五年の歳月が流れていた。今も変わらず、昔の姿を残しているのは、その土地を守ってくれる人がいるからである。

　それから、一五時半に、チェックインを済ました。その後、高千穂神社で手を合わせ、夫婦杉の周りを、みんなと手をつないで三周回った。なんでも、この夫婦杉の根元はひとつになっていて、この二神木の周りを手をつないで三周回ると、夫婦も友人も、仲むつまじく、一生円満に暮らせるといわれているらしい。八人で手をつないで回るのは大変だったが、無事に回り終えると、誰もが手をたたいて笑顔をみせた。風呂はお好みで入り、夕食では、あゆの塩焼き、いのししの肉、ぜんまい等を美味しく頂いた。

　そして、一九時三〇分ごろに夜神楽を見に行った。内容は、天照大御神が天岩戸にお隠れになり、天地が常闇となったため、天手力男命が、天岩戸を探し出し、天細女命が舞い、再び、天手力男命が大力で天岩戸を開いて、天照大御神を迎えるという話だった。天照大御神のご両親、イザナギノミコトと、イザナミノミコトが、共に酒を造りながら、互いに抱き合ったり、観客にそれぞれ浮気をしたり――、というエッチな場面も見られ、みんなの噴き出す笑い声が絶えなかった。最後に撒かれた餅も、好運にも頂くことができ、清く新鮮な味がした。部屋に戻り、副所長が買われた焼酎を、みんなでこっそり分けて、その日は終った。布団は、フカフカして気持ち良かった。

　明くる日、僕は六時に起床し、みんなで七時一〇分に朝食を取った。八時三〇頃ホテルを出発して、天岩戸に到着。そこでは、僕と同じぐらいの年の人が、着物姿で、落ち葉を掃いていた。そういう光景を見ると、神聖な気持ちになるのは、僕だけだろうか。

　次に訪れたのは、水のふる里、白川水源。ここはいつ来ても良い所だ。透明な池の底では、水が、丸い砂煙を上げて、こんこんと湧いている。その紺色と、緑青色の一つ一つの砂粒や、光に向かって伸びる、松葉色と、若草色の交じり合ったこけの色のバランスは見事である。日本一美味しい水が、毎分六〇トンも湧き上がるのだから驚きだ。

　次に向かったのは、世界最大のカルデラを誇る阿蘇山の、中岳である。ここでは外国人も多かった。巨大な地獄の釜の底は、水色の湖になっていて、熱い湯気が立っていた。阿蘇山は、やっぱり雄大である。九州は元々、二つの島だったが、この阿蘇山の噴火により一つになったといわれている。その面影は今に残しているが、それでも、ずっと小さくなっているのだろう。

　最後に、草千里で熊本ラーメンを美味しく食べると、帰りは一九時になった。初めは、みんなに迷惑を掛けるので、参加をためらったが、結局行って正解だった。神秘の高千穂と、雄大な阿蘇の自然は、メンバー一人一人の心に、掛け替えの無い思い出を残し、大きく豊かな心を残してくれたはずである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おわり）
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SELF HELP GROUP





ウエンディ２１は障害のある人の社会参加を支援するグループです。











                                                                               10月のイベント


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卓球パーティー





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


























　　　　　　　　↑→


　久しぶりに盛り上がる


イベントでした。


　優勝は、占部さん


　ブービー賞は窪田さん
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この


ぶしょー者！





いやあ私がさっき袋を閉め忘れてさー





おお！


自分で袋を開けて食べている！





ん？腹でもへってるのか？





うちに遊びに来るネコちゃんは窓を開けて


部屋に入ってくる





天才猫!?





ネコ缶





たーちゃん･･･





ある日





さーて


おやつにパイン缶でも


食べるか





バカね


開けられない


じゃない





にゃーん
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☆１１月のイベント


スポッチャでテニスー


日付：11月14日（金）　11時～14時頃まで


集合場所：ウエンディ本部　解散場所：自由


プログラム


　小倉の西港のスポッチャでテニスをしたりして、親睦を深めます。　　※昼食、お酒は出ません。





北九州市から委託を受けて、ピア・カウンセリング事業を行う事になりました。平日の11:00から15:00までの最長２時間、月に５回まで無料で受ける事が出来ます。詳しくは、下記へお問合せ下さい。





たーちゃんは缶詰を


あげようとすると


よってきてすりすり


する








